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1. はじめに
近年，テレビの多チャンネル化や，インターネットに
おける動画共有サイトの発達により，ユーザが視聴でき
る映像コンテンツの量は増加し続けている．これにより，
ユーザは，自分が見たい番組を簡単に探し出すのが困難
になりつつある．そこで，ユーザの好みに合わせて自動
的に映像コンテンツを推薦してくれるシステム [1]が必
要となってきている．我々は，以前，ユーザの顔表情に
基づいて，映像コンテンツにタギングを行うシステム [2]
を提案したが，このシステムは事前に顔表情を個人ごと
に学習させる必要があった．そこで，今回，顔表情を自
動的にクラスタリングし，ユーザにとって少ない負担で
利用できるシステムを提案する．

2. システムの概要
本研究では，まず，図 1に示すような，PCのディスプ
レイの映像をユーザが 1人で視聴している実験環境を構
築した．ウェブカメラはユーザの顔を撮影していて，PC
は映像の再生とユーザの顔動画の解析処理を行う．
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図 1: Top view of experimental environment

ウェブカメラで撮影された顔動画は，まず，顔動画
から Haar-like特徴を用いた AdaBoost法 [3]によって，
正確な顔領域を切り出す．そして切り出された顔領域
に対して Gabor 特徴を用いた Elastic Bunch Graph
Matching(EBGM)[4]により，顔特徴点座標を抽出する．
そして，あらかじめ登録されたユーザの無表情顔画像か
ら抽出された特徴点座標と，毎フレーム抽出される特徴
点座標の差分を特徴量とする．この特徴量系列を全てク
ラスタリングし，各クラスタにユーザは 1度だけタグを
与えることで，映像コンテンツの全フレームに，顔表情
に基づくタギングを行うことができる．

3. システムの手法
3.1 特徴量抽出

特徴量抽出の流れを図 2に示す．
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図 2: Feature vector extraction

EBGMは，図 3のように，まず，画像を様々な周波数
と方向を持ったGabor フィルターで畳み込み，それらの
応答の集合を Jetとし，Bunch Graphと呼ばれるモデル
を作成する．この Bunch Graphは，複数人のデータか
ら作成しておく．次に，Bunch Graphと，入力画像の各
特徴点の Jetとの間で類似度を計算し，特徴点の座標を
推定する．本研究では，Bunch Graphの特徴点は，図 2
中に示すような 34点を用いた．
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図 3: Elastic Bunch Graph Matching

そして，EBGMによって抽出された 34点の顔特徴点座
標と，あらかじめ保持しておいた本人の無表情画像から
抽出した顔特徴点座標の差分を取ることにより，68次元
の顔特徴点移動量ベクトルを求め，これを特徴量とした．

3.2 顔表情クラスタリング

テレビ視聴時の顔表情は，意図的に演じられた顔表情
ではないので，自然であり，表出強度がそれほど強くな
く，さらに個人によって表出の仕方に差があると考えら
れる．そのため，複数人から学習された表情認識器を用
いると，各個人に対しては，認識性能が低下する．そこ
で，システム利用者は事前に，映像コンテンツを視聴し
て，それに正解のタグをつけて学習データとする，とい
う作業が必要であった．しかし，自然な表情はいつ表出
されるかわからないため，ある程度長時間の視聴が必要
であり，それを逐一チェックして正解のタグをつける作
業はユーザにとって負担となっていた．
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そこで，今回提案するシステムは，映像コンテンツを
視聴するユーザを一定時間撮り続けて，その顔表情をク
ラスタリングし，いくつかの顔表情クラスタを形成して
ユーザに提示するものである．ユーザはフレームではな
く，その顔表情クラスタに正解のタグをつければよい．顔
表情クラスタリングのイメージを表 4に示す．
本研究では，顔表情クラスを隠れトピック，顔特徴点
座標を単語，そのフレームでの特徴量を文書，と考えて，
pLSA[5]によって，あるフレームでの顔表情を，隠れト
ピックの発生確率で表現する．
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図 4: Facial expression clustering

4. 評価実験
4.1 実験条件

図 1に示すような実験環境を用いて，被験者 1名に 1
回約 17分間の映像コンテンツを 4回分視聴させた．こ
の際，被験者の顔動画を映像コンテンツと同期させなが
ら，毎秒 15フレームで記録した．その後，被験者に自分
の顔動画と映像コンテンツを並べて見せ，表 1に基づく
手動タギングを毎フレーム行わさせた．これを正解ラベ
ルとする．

表 1: Facial expression classification
クラス 内容

Neutral(Neu) 無表情
Positive(Pos) 喜び，笑い，感動，など
Negative(Neg) 怒り，嫌悪，不快，など

画面に顔を向けていない，
Reject(Rej) 顔の一部が隠れている，

顔が傾いている，など

一方，顔動画の全フレームを用いて，隠れトピック数
を 10として，pLSAを行い，各フレームでの隠れトピッ
クの混合比率を求めた．ただし，本実験では，もっとも
発生確率の高いトピックを，そのフレームの属するクラ
スタとした．トピックの混合を認めない理由は，被験者

が各顔表情の混合比率をタギングして正解ラベルを作成
するのが困難だからである．その後，各クラスタに分類
された顔画像を表示し，表 1から最も近いと思う表情を
各クラスタに 1つ選択させた．このクラスタに属する全
てのフレームはその表情にタギングされたと考え，手動
で与えた正解ラベルがどれだけ一致するかを調べた．

4.2 実験結果

実験結果を表 2に示す．

表 2: Confusion matrix
Neu Pos Neg Rej Sum Recall

Neu 47362 1459 449 595 49865 94.98
Pos 1018 6585 48 14 7665 85.91
Neg 575 590 2496 58 3719 67.11
Rej 206 133 80 1047 1466 71.42

Sum 49161 8767 3073 1714 62715

Precision 96.34 75.11 81.22 61.09

上表より，各表情の平均適合率 78.44%，平均再現率は
79.86%となった．

4.3 考察

全フレームに対して手動でタギングを行ったときと比
較して，顔表情クラスタリングを行い，各クラスタにタ
ギングを行った場合，タギングの性能は約 79%になるが，
タギングの手間は大幅に減少する．

5. おわりに
本研究では，映像コンテンツにタギングを行う際に，コ
ンテンツを視聴したユーザの顔表情を，あらかじめクラ
スタリングを行ってからユーザに提示することを提案し
た．これにより，より多種の表情をタギングしようとし
たときに，ユーザの負担を大幅に低減させることが可能
となる．今後は，被験者の数や表情の種類を増やした実
験を行う予定である．
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